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× ：タネまき
：育苗期
：生育期
：キャップ
：定植×
：収穫期
：適宜播種可能

適期表記号説明

28

カ

17～20

地域
月

冷涼地

中間地

暖　地

暖地（南部）
（抑制）

×

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12



込みあう

枝同士の

デンプン

1本仕立ては、15～18節に着果。

枝整理は、着果節までの孫づるをすべて除去し、それ以降は草勢に
応じて適宜行います。
着果後の側枝は原則として放任ですが、草勢が強く、茎葉が込みあう恐
れのある場合は、本葉を越えて上に出てくる側枝の先を摘芯します。

収穫後、果実は風通しのよい日陰けの
場所で、７～１０日間のキュアリングを
行います。キュアリングとは、果梗部の
切り口を乾かして菌の侵入を防ぎ、果実
の腐敗を防止する作業です。
この時、温度が高すぎるとデンプン含量
の低下や果面の退色が早く進むので、
必要以上に温度を上げないよ
うに、また処理日数が長くなら
ないように注意します。
保存は常温で、冷暗所に置い
ておくとよいでしょう。
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